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ヤマノイモ (DioscoreαoppositαThunb.)の

新系統「背波Jの収量及び品質特性

福嶋昭*・岩本政美ホ・岩本量権

要約

丹波ヤマノイモの新優良系統 f脅波jを脊成し，収量及ひ'品質特性について検討した.

1 I青波Jは「アオヤマ」から選抜を行い， 1996年に育成した丹波ヤマノイモの新系統である.

2 萌芽始期は， IアオヤマJよりやや遅く「秀丸Jより思い.収量は「アオヤマJと伺等かそれ

以上であり，秀品率は fアオヤマjより高く「秀丸Jと!奇程度である.いもの外皮色は黒褐色で

あり，すりおろしたいもの粘性は「アオヤマJと間程度である.

3 I背波Jは在来系統はもとより， Iアオヤマjより収量及び秀品率とも高い新優良系統である.

Yields and Qualities of New Chinese Yam Variety 

‘Aonami' (DioscoreαoppositαThunbふ

Akira FUKUSHIMA， Masami IWAMOTO and Yutaka IWAMOTO 

Summary 

We brought up 'Aonami' of Tanba chinese yam， and e;xamined the yield and quality. 
(1) A new Dioscoreαopposita Thunb. 'Aonami' was selected from 'Aoyama' in 1996. 
(2) Sprouting time of this 'Aonami' was a little later than 'Aoyama'， but earlier than 'Hide-
maru'. Yields of ‘Aonami' was the same class and at a higher degreey than ‘Aoyarria'. The 
estimation of 'Aortami' quality was higher than 'Aoyama'， but the same class as 'Hide-
maru'. Skin color of this‘Aonami' was blackish brown， and the viscosity was much the 
same as‘Aoyama¥ 

(3) Yields and qualities of 'Aonami' was higher than the existing families and 'Aoyama¥ 

キーワード:ヤマノイモ，新系統，収量，品質
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緒

ヤマノイモは野生型と栽培型とに分けられ，栽培型は

さらに，その形によって長形のものをナガイモ，塊形の

ものをツクネイモ，濡平形のものをイチ盟ウイそなどに

分けられる.ツクネイモは，形，色，陵地などにより，

丹波ヤマノイモ，伊勢イモ，大和イモなどに分けられる.

その中でも本県の特産物として，丹波地域を中心に古く

から栽培されている丹波ヤマノイモは，肉質，粘り気等

が特に強く優れた品質をもっている.

業改良普及所，町役場，篤農家などにより系統の改良に

着手し， 1958年に現在の fアオヤマj，Iタカシロj，Iニ

シキJ及び「ミタケjなどが改良され5.6・8) 地域名に

ちなんだ名称が付けられてきた.

この丹波ヤマノイモは，地域や農家を単位とした種いもを毎

年作付け，時には他から買い求めた種いもを加えるなど， 系

統的には雑然としている.このことがいもの形，収量，熟期な

と、の不揃いの大きな原田となっておりω 遺伝的には極めて雑

駁な作物である.このことから，農家段階ではその系統として

の特性維持及び増殖が難しく，公的機関での系統保存と優

良系統の作出が望まれていた.

そこで， 1953年より兵庫農科大学，県農業試験場，農

1996年 8月30臼受理

*北部農業技術センター

現在，栽培されている最も多い系統は， IアオヤマJ

であり次いで「タカシロj，Iミタケ」及び「ニシキJな

どであり， f也には「ウゼンマルJ及び「キヌガサJがあ

り，その他は系統名不詳の悲来系統が多い.産地では，

これらの系統より収量が多く，かっ等級比率の高い系統

の選抜育成が望まれ， I日中央農業技術センター農業試験

場但馬分場では， 1977年に「ニシキJから「秀丸Jを，

1987年に「アオヤマJから「兵た系28号Jを系統選抜に

より背成してきた.

さらに， 1983年より i日但馬分場及び北部農業技術セン

ターで，在来系統や以前に育成した「秀丸J及び「兵た

系28号Jより収量，等級比率の高い系統を話標として，

「アオヤマJからの選抜そ図り，さらに現地栽培特性の

検討を行った.その結果，新優良系統を育成し， 1996年

に「膏波」と命名した.そこで， この新優良系統「背波J
の収量及び、品質等の特性について報告する.
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鴎l ヤマノイモの系統別萌芽時期(北部農技 1994年)

材料及び方法

育成経過

i日但馬分場で， 1983年産の「アオヤマ」の中から一個

室が400g，品質は秀品で，いもの皮の色が黒褐色のも

のを選び育成親とした.この種いもを翌年の1984年から

1989年まで慣行法で栽培し，収穫したいもの中から毎年

次年度の選抜候補種いもとして，既存系統より収量及び

秀品率の高いいもを中心に約20%を厳選した.このよう

に選抜し仮称 rNo.1810jとしたいもを下記の試験に供試

した.なお， 1996年にこの選抜系統を「青波Jと命名し

た.命名理由は選抜親の「アオヤマ」から「育Jをとり，

さらに「波のように県下に広く普及してほしいJことか

ら「脊波Jとした.なお，このヤマノイモはいわゆる種

菌法による品種笠録ができにくい作物である，そのため

あくまで種いもの取り扱い上， {也の系統と区別するため

に命名したものである.

試験 1 育成地における生育，収量及び品質特性

1990年より5か年間，旧但馬分場及び北部農業技術セン

ターにおいて選抜した f青波j，育成殺の「アオヤマj，rウ
ゼンマルj.rキヌガサj.rタカシロj.rニシキj.rミタケj.

「秀丸j及び「兵た系28号Jの9系統について，以下の方

法で栽培し，収量及び等級比率等を調査した. 4月中旬に

140 

図2r育波J及び「アオヤマjの蔓の初期伸長(北部農技 1994年)

種いもの頂茅を除去し，一明片50gに切断後，チウラム・

ベノミル水和前(ベンレートT7k和剤)200倍液に10分間浅

漬処理し風乾後，畝IPii:i140cm， 2条，株間35cmに植え付11，

11月上旬に掘り上げた.施肥量はN:P205 : K20口 4.5: 

3.7: 4.1kg/aとし，その他の耕種司法は慣行栽培に準じた.

さらに， 1994年に供試した 9系統の萌芽始期から終期ま

でを数日間痛で萌芽数を調査した.また， r青波」及び

「アオヤマjの蔓の初期伸長速度，収穫したいもの外皮

の色，組滑及びすりおろしたいもの粘性を調査した.粘

性はいもの中央部分をおろし金で一定の速度ですりおろ

したもの50g 1こ水200mEを加え， 15分間踊で撹持し 1時

間後， B型粘度計(ロータNo.2優用〉で総定した.

試験2 現地における収量及び品質特性

篠山町及び策条町において， 1992年より 3か年間

田市においては， 1993年より 2か年間現地慣行法により

「育波Jを栽培し，その収量及び等級比率を就に現地で

栽培されている「秀丸J及び「兵た系28号」と比較した.

なお，篠山町では農協の原種ほ場で，東条町及び三田市

においては篤農家のほ場で栽培した.

表1 ヤマノイモ系統別収量及び等級比率(北部農技、 5か年平均)

系統名 総収量 (kg/a) 等級比率(%)

(kg/a) 秀 優 良 外 秀 優 良 外

青波 126.3 75.8 39.7 10.8 0.0 60.0 31.4 8.6 0.0 
アオヤマ 131.4 42.2 51.5 28.6 9.1 32.1 39.2 21.8 6.9 

ー・・a閉哨咽明暗骨骨・4降ーーー唱曲幽...・..晦晦骨骨，閉調関咽骨骨骨骨ー....・・.....・司....畠自国与骨骨明明骨骨司開明暗骨骨F骨骨骨幽・・....幽曲曲圃“値圃M曲・有国M・...喝圃晦・・，色申吻...."""明明明骨骨骨骨骨骨4開骨骨骨司...明朝骨骨司降骨骨骨骨骨骨骨骨帽骨骨骨骨骨調関調関骨骨'帽倒調関骨骨陪胴......‘ー・曲幽曲晶

ウゼンマル 123.1 29.5 46.8 41.9 4.9 24.0 38.0 34.0 4.0 
キヌガサ 105.2 37.1 40.7 22.0 5.4 35.3 38.6 21.0 5.1 
タカシロ 125.6 41.3 53.2 28.7 2.4 32.9 42.4 22.8 1.9 
ニシキ 120.0 43.2 51.9 23.7 1.2 36.0 43.3 19.7 1.0 
ミタケ 128.9 43.5 54.4 27.0 4.0 33.7 42.3 20.9 3.1 
秀丸 109.7 59.5 32.9 16.4 0.9 54.2 30.0 15.0 0.8 
兵た系28号 120.7 57.2 40.8 21.2 1.5 47.4 33.8 17.6 1.2 

注)兵康県青果物標準出荷規格による分類秀;丸形で出凸の少ないもの，優;やや変形で凹凸の少ないもの，
良;変形で凹凸の少ないもの，外;秀，優，良以外のもの

結果

試験 1 育成地における生

育，収量及び品質特性

供試した 9系統の萌芽時

期を函 lに示した.r青波j

の萌芽時期は 6月 1BIこ始

まり， 6 fij 27日に累積萌芽

率カ:i100%となった. rアオ

ヤマj，rミタケj及び「ウ

ゼンマル」は「青波Jより

萌芽始期がやや早いが，そ

の他の系統では「育波Jと

ほぼ同じ 6月上旬からの萌

芽始めであり，系統により

多少の早晩はあるものの，
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表 2 r青波J及び「アオヤマJの外皮色と外皮の紐滑

系統名

波

アオヤマ

外皮色

+++ 
++十

外皮@，;+淡褐~十十+黒褐色
外皮の粗滑+梨皮~十十+鮫皮

外皮の粗滑

++ 
+十

萌芽終期はほぼ6月下旬となった.しかし. r秀丸Jは， こ

れらの系統に比べ萌芽始期及び終期が10日前後遅かった.

「青波j及び育成親 fアオヤマJの蔓の初期伸長を図 2

に示した. rアオヤマJが f背波Jより萌穿始期がやや早い

だけ護の伸長は速いが，時系統とも萌芽とともに伸長は進み

6月20日時点で，いず、れも整は数十センチとなった.

「育波J及び「アオヤマ」を含む供試 9系統の 5か年

の平均収量及び等級比率を表 1に示した. r育波Jの総

収量は126.3kg/aに対して. rアオヤマJ131.4kg/ a. 

「ミタケJ128.9kg/ a. rタカシロJ125.6kg/aとなった.

また等級比率は「青波Jの秀品60.0%.優品31.4%. 良

品8.6%.外品0.0%に対して. rアオヤマJはそれぞれ

32.1%. 39.2%. 21.8%. 6.9%となり「脊波Jの秀品率

が格段に高い.地の系統では.r秀丸jの秀品が54.2%.

f兵た系28号Jでは47.4%.rキヌガサJ.rタカシロJ.

「ニシキJ及び「ミタケJでは30%台であり，さらに

「ウ-e'ンマノレJでは24%と低かった.

「青波J及び「アオヤマJの外皮の急及び外皮の粗滑に

ついて表 2に，すりおろしたいもの粘性を図3に示した. r青
波jの外皮色及び外皮の組滑は fアオヤマjと差異はなかっ

た.すりおろしたいもの粘度は「脅波J126.5C.P.. rアオヤ

マJ124.7C.P.となり粘性に差異はなかった.

試験 2 現地における収量及び品質特性

篠山町，東条町及び三田市における「青波Jと既に普及

している「秀丸J及び「兵た系28号Jの総収量与を図 4に示

した.篠山町での平均総収量は. r背波J141.3kg/ a. r秀
丸J1l6.6kg/ a. r兵た系28号J137.0kg/aとなった.また

盟

篠山町 東条町 三回市

悶4現地で収量(篠山町及び東条町lま3か年，三田市は2か年平均)

菅波 ア:tヤマ

図3 r青波j及び「アオヤマJの粘度(北部農技 1994年)

C.P. (センチポアズ); Bru!粘度計を用いた粘度の単位
数僚が高いほど粘度が強い.

東条町ではそれぞれ143.1kg/a. 1l8.8kg/a. 127.4kg/ 

aとなり，三田市では133.4kg/a. 156.7kg/ a. 201.7kg/ 

aとなった.篠山崎及び東条町の 2か所で「青波Jが f秀

丸J及び「兵た系28号」より収量が多くなった.

現地における供試3系統の等級比率を図 5. 6及び7に

示した.篠山町での秀品E容は「背波J58.3%. r秀丸J60.6 

%. r兵た系28号J45.3%となり，東条町では「育波J58.3 

%. r秀丸J49.2%. r兵た系28号J45.8%. 三田市では

f脊波J50.0%. r秀丸J42.5%. r兵た系28号J41.3%と

なった.篠山町で、は「育波Jと「秀丸jの秀品率はほぼ間

じであり，東条町，三田市では「背波」の秀品惑が「秀:tLJ

「兵た系28号J より 8~10%程度高かった.

考察

萌芽時期はいもの収量に影響し，萌芽時期が浮い系統

ほどいもの肥大が良いとされている1.2・4l r脅波Jの

萌芽時期はE詳し収量性が高い fアオヤマJ. rタカシ

ロJなどとほぼ同時期である. r青波j の収量は「アオ

ヤマjとほぼ向等で，収量性がこれまで良いとされてき

た「兵た系28号Jと凋等かそれ以上であり，萌芽時期が

遅い「秀丸Jに比べて約20%高くなっている. これは

「青波Jの萌芽時期の早いことが茎葉の早期繁茂を促し，

菅波

秀丸

兵た系28号

o w w w w ~ ~ ro W 00 ~日

図 5 篠山町における等級比率 (3か年平均)
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関6 東条町における等級比率 (3か年平均)

高校量につながっているものと推測される.三田市では

他の2地震に比べて一般に系統間で収量が高く，他地区

と傾向が異なったのは，三三田市で、はマルチ栽培を行って

おり，マルチによる萌芽の遅い系統での萌芽・肥大促進

及び土壌水分条件における系統間差等によるものと推測

され，さらに検討する必要がある.

等級比率については，これまで持品率が高い「秀丸」

と同等であり， f也の在来系統に比べれば格段に高い.こ

のことは選抜段階で秀品率を重点に淘汰した結果得られ

たものであると考えられる.

外皮色，外皮の観滑及びすりおろしたいもの粘性は，

現地での主要系統であり， しかも育成親の「アオヤマJ

と差異はなく，丹波ヤマノイモとして何ら遜色ないもの

である.

ヤマノイモの繁殖は，もっぱら親いもの分割による栄養繁殖

であり，栄養系分離育種によって作出された優良系統の純系

保持も容易であるように患えるが，実際には報いもと異なった

形質のいもがでさることがあるω. ) 11よ6.7. 8) によればヤマノ

イモは純系であればいもの大きさや形状に関係なく， よい種い

もとなり形の違いは遺伝性によるものでなく， ただ単なる環境

条件によるものであるとしている.しかし，地内らへ 内藤ら9)

は丹波ヤマノイモにおいては，次代にまで影響を及ぼす形状

の変異は，普遍的に起こりうる可能性が強いとし， そのため

種いもの選別には常に注意を払い，奇形いもは次代にまで影

響するという考えで高度の淘汰をすることにより，優良系統の

形質特性の維持に努めなければならないとしている.

今回育成した「青波jにおいても，次年度の種いもの

選別を徹寂し優員系統としての特性の維持に努めなけれ

ばならない.また，生産ほ場においては，優良系統とし

ての特性を十分引き出すよう適切な栽培環境の整備に努

める必要がある.さらに栽培管理においては，いもの形

状の乱れに一番影響が大きい，生育盛期から後期の水管

理にこれまで以上に配躍し，高品質ないもの生産を図る.

近年，県内のヤマノイモの栽培面積は漸減している.

菅波

秀丸

兵た系28号

o 10 W~ @ ~ w m 00 00 ~首

関7 三田市における等級比率 (2か年平均)

この原因には，高齢化による後継者不足，稲わらマルチ

並びに病害虫防除等の重労働と優良種いもの確保が閤難

である等があげられている.この中でも種いもの確保に

ついては，現在地元農協や生産者組合が原種ほ場及び採

積ほ場を設置し，現地栽培系統の種いもの増殖を行って

いる.今後は「育波Jの早期普及を図ることから，優良

系統としての特性保持と増殖を行い，原々種を安定的に

これら地元の原種ほ及び採種ほ場に供給し，効率的な種

いもの生躍を行えるようにする必要がある.
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